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＝ gender と日本人であること＝ Japanese の文化アイデンティティが最も強く、とりわけ
東日本大震災後に地域に帰属する文化アイデンティティ、その中でも東北出身の大学生に
ついてとても強くなったことは世間的にも広く受け入れられるものであった。時系列で観
察すると、英語を話すこと＝ English Speaker とグローバルな感覚＝ Global が次第に強
まっている傾向が見られるが、特に女性のほうがその傾向が強く、それに対して男性はむ




















いる地域＝ regional アイデンティティがあり、一方で女性はより強い relationship アイデ
ンティティを示すということであった。これについては、開発途上国ではコミュニティの
中で女性は relationship アイデンティティをとても大切にするということとも通じており
大変興味深い。国際地域学の大きな一角である開発途上国の支援に貢献するというミッ
ションにおいて、コミュニティ開発は重要な課題の一つである。開発においては女性の果
たす役割が大変大きく、コミュニティの中でお互いにつながりを築き、社会ネットワーク
が形成され、住民に生活向上の意識が生まれていく。このような観点からも、当該論文の
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一つのアウトプットは貴重な成果と評価できる。
これらの分析を行うことで、海外渡航経験の有無とジェンダーの関係が明らかにされた。
つまり、海外経験のない男性は Affinity アイデンティティが強く、海外経験のある女性は
極めて強い Global アイデンティティを示すことが明らかになった。確かに、開発の現場
において、近年女性の参加が目覚ましい。開発ボランティアのメンバーを見ても、必ず女
性が入っており、男性を上回っているケースもある。一方で、異なる文化に適応する能力
も女性のほうが柔軟であると考えられ、Global アイデンティティの醸成につながってい
くという流れを裏付けしている。
当該論文は、文化アイデンティティ研究において、先行する研究成果の十分な吸収の上
に立って、その適切な活用を行っていると同時に、アイデンティティ研究分野における新
たな知見を付与するものである。混合手法という新規な手法を用いており、十分に独創性
がある。さらに、当該論文が高い完成度を有し、首尾一貫した論理に支えられている。
データの分析結果についても、上記に述べたようないくつかの内容で、国際地域学分野
に照らしても大変興味深い内容が得られたことから、国際地域学研究科（国際地域学専攻）
の博士学位審査基準に照らしても妥当な研究内容であると認められる。国際地域学の学問
的及び社会的発展に貢献すると評価できる。
したがって、所定の試験結果と論文評価に基づき、本審査委員会は全員一致をもって小
川氏の博士学位請求論文は、本学博士（国際地域学）の学位を授与するに相応しいものと
判断する。
